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第一章 計画策定の背景と現状 

１ はじめに 

 練馬区と公益社団法人練馬区歯科医師会（以下「歯科医師会」という。）は、

大震災等の災害時における歯科医療救護班の派遣要請や歯科医療救護活動に関

する項目を見直し、平成２６年１月に「災害時の歯科医療救護活動についての協

定」を締結しなおしました。（資料集 P28～P40） 

しかし、歯科医療救護に関する具体的な活動については、災害時に区と歯科医

師会が被災状況を踏まえて協議することとなっているため、本計画で具体化し、

災害時に備えることとしました。 

 

一方、在宅や施設で訪問歯科診療を受けている方々、また、災害時に訪問歯科

診療が必要となった方々への対応は、平常時の体制を活用することが必要とな

ります。そこで、災害時にも対応できる訪問歯科診療支援体制の構築を本計画に

おいて考えていきます。 

 

 今後、歯科医療救護班の活動マニュアルや訪問歯科診療相談窓口の災害時運

営マニュアルを作成する際には、本計画を基本として練馬区と歯科医師会でマ

ニュアルを検討していきます。 

 

 

 

 

 
 

災害時歯科医療の対象者のイメージ 

避難者 在宅者 

歯科保健指導を要する

避難者（第三章） 

訪問歯科診療を要する在

宅者（第四章） 

口腔内の応急処置を要

する傷病者（第二章） 

歯科診療を要する避難

者（第三章） 

歯科診療を要する患者 



２ 練馬区の災害医療救護活動 （練馬区地域防災計画から抜粋） 

 

第１節 医療救護活動 

１ 医療救護活動におけるフェーズ区分 

 

区分 想定される状況 主な活動内容 

 

 

０ 

 

発災直後 

（発災～６時間） 

建物倒壊や火災等の発生

により傷病者が多数発生

し、救出救助活動が開始

される状況  

 

① 被害情報の収集・集約  

② 避難拠点要員の参集  

③ 医療救護所の設置・運営  

 

 

 

１ 

 

 

 

超急性期 

（６～72時間） 

救助された多数の傷病者

が医療機関に搬送される

が、ライフラインや交通

機関が途絶し、被災地外

からの人的・物的支援の

受入が少ない状況  

 

① 医療救護所の運営  

② 医薬品の供給  

③ 医療救護活動拠点の設置  

④ 派遣医療チーム等の受  

入れ  

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

急性期 

（72時間～１か月） 

被害状況が少しずつ把握

でき、ライフライン等が

復活し始めて、人的・物

的支援の受入体制が確立

されている状況（72時間

～１週間）  

地域の医療機関、ライフ

ライン機能および交通機

関等が徐々に回復してい

る状況（１週間～１か

月）  

① 医療救護所の運営体制  

の見直し  

② 避難拠点等における巡回

診療・定点診療  

 

 

３ 

 

 

慢性期 

（１～３か月） 

避難生活が長期化してい

るが、地域の医療機関や

薬局が徐々に再開してい

る状況  

 

健康相談等の実施  

 

 

 

 



 

２ 応急救護活動 

(1) 応急救護体制図 
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(2)  医療救護活動のあらまし 

①  練馬区災害対策本部の設置 

災害が発生すると、災対本部および災対健康部が立ち上がります。  

②  医療救護所の活動  

ア 練馬区内で震度６弱以上の地震が発生した場合は、医師会・歯科医師会・薬剤

師会・柔道整復師会（以下「四師会」という。）から医療救護班・歯科医療救護

班・薬剤師班・柔道整復師班（以下「医療救護班等」という。）が、医療救護所

に自動参集します。  

練馬区内で震度５強以下の地震が発生した場合は、区からの要請を受け、四師

会から医療救護班等が医療救護所に参集します。  

イ 傷病者は、医療救護所や医療機関に押し寄せることが予想されます。そこで、医

療救護所では、負傷の程度に応じ、重症、中等症、軽症のトリアージ（※）を行い

ます。重症者・中等症者は災害拠点病院や災害拠点連携医療機関へ搬送します。ま

た、軽症者は医療救護所内で応急処置を行います。 

 

③ 重症者・中等症者に対応する災害時医療機関の活動 

災害拠点病院や災害拠点連携医療機関においてもトリアージを行います。重症

者・中等症者については、トリアージを実施した医療機関において引き続き治療を

行い、軽症者は医療救護所、災害医療支援医療機関または近隣で開設している診療

所へ誘導します。  

④  重症者の広域搬送 

災害拠点病院において受入能力を超える多くの重症者等が搬送された場合 は、

東京都の区西北部二次保健医療圏における医療救護活動を統括する区西北部保健医

療圏地域災害医療コーディネーターに支援を要請し、ＤＭＡＴ等の派遣を受入れま

す。あるいは、災害用ヘリコプター等を用い、区外の災害拠点病院および被災を免

れた病院へ搬送します。  

⑤  災害医療支援医療機関の活動 

災害医療支援医療機関は、通常の診療を継続するとともに、軽症者の応急処置を

行います。  

⑥  地域の診療所の開設 

被災を免れた診療所は、可能な限り開設し、通常の診療や軽症者の応急処置に努

めます。  

⑦  専門医療拠点病院の活動 

専門医療が応急に必要な患者（透析患者・妊産婦・精神疾患患者）は専門医療拠

点病院で対応します。  

※ トリアージとは、災害発生時に多数の傷病者が同時に発生した場合に、傷

病者の緊急度や重症度に応じて適切な処置や搬送を行うための治療優先順

位を決定することをいいます。 



⑧  練馬区災害医療コーディネーターの活動 

上記②から⑦までの医療救護活動が円滑になされるよう、災対健康部には、練馬

区災害医療コーディネーター（以下「区コーディネーター」という。）を設置しま

す。区コーディネーターは、区内の医療救護活動について医学的な見地から助言を

行うとともに、東京都や他自治体の医療救護活動と調整を図るため、東京都の区西

北部保健医療圏地域災害医療コーディネーターと情報連絡を行います。  

(3)  医療救護所の設置および活動内容  

①  医療救護所の設置  

災害時に区立小中学校に設置される避難拠点のうち、10校に医療救護所を設けま

す。医療救護所では、来所する傷病者のトリアージを行い、重症者・中等症者を災

害拠点病院または災害拠点連携医療機関に搬送するとともに、軽症者に対する応急

処置を行います。 

 

区指定医療救護所名 所在地 

１ 旭丘中学校 旭丘二丁目４０番１号 

２ 開進第三中学校 桜台三丁目２８番１号 

３ 貫井中学校 貫井二丁目１４番１３号 

４ 練馬東中学校 春日町二丁目１４番２２号 

５ 光が丘第四中学校※ 光が丘二丁目５番１号 

６ 石神井東中学校 高野台一丁目８番３４号 

７ 谷原中学校 谷原四丁目１０番５号 

８ 大泉南小学校 東大泉六丁目２８番１号 

９ 大泉西中学校 西大泉三丁目１９番２７号 

10 石神井西中学校 関町南三丁目１０番３号 

 

②  医療救護所における医療救護活動  

ア 練馬区内で震度５弱以上の地震が発生した場合、避難拠点の緊急初動要員が自

動参集し、医療救護所を設置します。  

イ 四師会は、区との協定に基づき、医療救護班等を医療救護所に派遣し、医療救

護活動（「医療救護班等の主な活動内容」参照）を実施します。なお、練馬区内

で震度６弱以上の地震が発生した場合は、区からの派遣要請がない状態であって

も、各医療救護所に自動参集します。練馬区内で震度５強以下の地震が発生した

場合は、区からの要請を受けた後、各医療救護所に参集します。  

ウ 避難拠点の緊急初動要員および医療救護班等は避難拠点運営連絡会（※）と協

議し、医療救護活動の場所を選定し、活動体制を整えます。  

エ 医療救護所における医療救護活動期間は、原則として発災から72時間としま

す。なお、発災から72時間以降（巡回診療・定点診療参照）については、状況に

応じて医療救護班等は、避難拠点等の巡回を行います。  

 



 

オ 医療救護所の責任者は、医療救護所が設置される避難拠点の班長とします。医

療救護所の開設、運営および医療救護班等の活動支援などの業務は災対健康部救

護班が担います。  

なお、医療救護所におけるトリアージの実施および応急処置については医療救

護班等があたります。  

カ 医療救護所が設置される避難拠点の班長は、必要に応じて、災対健康部に東京

都医療救護班等の派遣や医薬品・医療用資器材の供給を要請します。 

 

※  避難拠点の運営に協力し、避難者の支援活動を円滑に行うことを目的とす

る組織のこと。町会・自治会やＰＴＡ等の協力を得て、現在、全ての避難拠

点において、避難拠点運営連絡会が結成されています。  

 

(4)  医療救護班等の編成  

① 医療救護班等の派遣 

四師会は、区との協定に基づき、医療救護班等を医療救護所に派遣し、医療救護

活動を実施します。また、医師会は医療救護班を災害拠点連携医療機関・専門医療

拠点病院に派遣し、来所する傷病者に対し中等症者の治療にあたる機能を確保する

ため、トリアージ等の活動を実施します。  

 

② 派遣基準  

ア 練馬区内で震度６弱以上の地震が発生した場合は、区からの派遣要請がない状

態であっても、四師会の医療救護班等は各医療救護所に自動参集します。また、

医師会の医療救護班は災害拠点連携医療機関・専門医療拠点病院にも自動参集し

ます。  

イ 練馬区内で震度５強以下の地震が発生した場合は、区からの要請を受けた後、

四師会の医療救護班等は各医療救護所に参集します。また、医師会の医療救護班

は災害拠点連携医療機関・専門医療拠点病院にも参集します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 医療救護班等の主な活動内容 

区 分 活 動 内 容 

医療救護班 

 

ア トリアージ 

イ 傷病者の応急処置 

ウ 死亡の確認 

歯科医療救護班 ア 歯科医療を要する傷病者に対する応急処置 

イ トリアージ 

ウ 医療救護所等における転送困難な患者および軽易な患者に

対する歯科治療・衛生指導 

エ 検死・検案に際しての法歯学上の協力 

薬剤師班 

 

ア 医療救護所等における被災者等に対する調剤、服薬指導 

イ 医療救護所および医薬品の集積場所等における医薬品の仕

分け、管理等 

柔道整復師班 

 

ア 負傷者に対する応急手当 

イ 負傷者に対する応急手当の必要な衛生材料等および労務の

提供 

 

 (6) 医療情報の収集と伝達  

次の要領で医療情報の収集および伝達を行います。 

①  医療情報の収集と医療救護方針の策定  

ア 災対健康部は、避難拠点、医療救護所、四師会、災害時医療機関等から情報を集

約し、人的被害および医療機関の被害状況や活動状況を把握します。  

イ 医療救護所、災害時医療機関および四師会の本部については、あらかじめ区で定

めた様式を用いて被害状況等を災対健康部に報告します。  

なお、練馬区内で震度６弱以上の地震が発生した場合には、医療救護所、災害時

医療機関および四師会の本部は、自動的に発災後６時間以内に災対健康部に被害状

況等を報告します。練馬区内で震度５強以下の地震が発生した場合には、災対健康

部からの要請に基づき報告を行います。  

第一報後の報告については、状況が変わり次第、随時災対健康部へ報告すること

とし、必要に応じて災対健康部からも情報収集に関する連絡を関係機関に行いま

す。  

ウ 各関係機関からの情報収集後、地域別被災状況、医療機関の被害・活動状況を勘

案し、区コーディネーターの助言を踏まえ、医療救護方針を定めます。 

②  医療情報の共有化と医療救護方針の伝達  

ア 災対健康部は、収集した医療情報および区コーディネーターの助言を踏まえて決

定した医療救護方針を区災対本部内に報告するとともに、避難拠点、医療救護所、

四師会、災害時医療機関等の関係機関に伝達します。  



 

イ 区コーディネーターは、収集した医療情報および医療救護方針を東京都の区西北

部保健医療圏地域災害医療コーディネーターに伝達し、必要に応じて派遣医療チー

ム等の要請や傷病者の収容先・搬送などについて調整します。  

③  広域における医療情報の収集 

区西北部保健医療圏および東京都における医療情報ならびに都立病院および東京都

災害拠点病院の被害については、東京都の区西北部保健医療圏地域災害医療コーディ

ネーター等から収集します。  

(7) 傷病者の搬送  

① 医療救護所において、災害時医療機関に収容する必要のある者が発生した場合、災 

害時医療機関の被災状況、活動状況、収容可能数および区内の交通状況を把握し、災 

害時の協定に基づき災害時医療機関へ搬送します。  

 

② 区内の災害時医療機関だけでは対応できない場合は、他自治体の医療機関への受入 

および搬送を東京都の区西北部保健医療圏地域災害医療コーディネーターへ要請しま 

す。 

 

４ 受援体制の構築  

(1)  区内の医療救護体制だけでは十分に人的被害に対応できない場合、区コーディネー

ターは東京都の区西北部保健医療圏地域災害医療コーディネーターに対してＤＭＡＴ

や東京都医療救護班等の派遣を要請します。また、災対健康部は、災害時における相

互援助に関する協定を締結している自治体からの派遣医療チームの受入および派遣に

ついて調整します。  

(2)  東京都の区西北部保健医療圏地域災害医療コーディネーター等を通じて区に派遣さ

れた医療チームの派遣先の調整については、区コーディネーターの助言を踏まえ、災

対健康部が行います。  

(3)  派遣医療チーム等の医療支援に関する調整・情報交換等は、医療救護活動拠点（補

助機関の保健相談所含む。）において行います。  

(4)  災対健康部は、区役所内に（仮称）医療ボランティアセンターを設置します。医療

ボランティアセンターでは、災対健康部が医療ボランティア（区内在住の医師・看護

師等）の受付・登録を行い、区コーディネーターと調整の上、医療救護所および避難

拠点等に医療ボランティアを派遣します。 

 

５ 巡回診療・定点診療  

急性期以降、災対健康部巡回訪問班による避難拠点における健康相談実施後、必要に

応じて医療救護班等を避難拠点に派遣し、巡回診療を行います。  

また、被災者の状況に応じて、巡回診療のほかに定点診療を行います。 

 



 

６ 練馬区災害時医療救護体制の検討  

発災直後の医療救援活動から急性期、さらには避難生活が長期化した慢性期における

対応など、区の医療救護体制にはさまざまな場面が想定されます。  

区は、災害時医療救護体制について関係機関と検討を重ね「練馬区災 害医療救護体

制構築に係る調査検討報告書」を平成19年３月にまとめました。  

この報告書にまとめられた課題、また、平成23年３月に発生した東日本大震災で明ら

かになった医療救護活動の課題を解決するため、練馬区災害医療運営連絡会において、

関係機関と連携をしながら、医療体制のあり方について、検討を重ねていきます。 

 

  



３ 歯科医療救護活動の現状と課題 

(1) 災害時協定の記載 

 

 練馬区と歯科医師会との間で締結した災害時協定書では、つぎのように歯科

医療救護班の業務を定めています。 

 

（医療救護所等における歯科医療救護班の活動期間） 

第５条 歯科医療救護班の医療救護所等における活動期間は、原則として、発災から７２

時間とし、それ以降は、甲(※)の要請に基づき、避難拠点等の巡回を行う。 

（歯科医療救護班の業務） 

第６条 歯科医療救護班の業務は、つぎのとおりとする。 

（１）歯科医療を要する傷病者に対する応急処置 

（２）トリアージ 

（３）医療救護所等における転送困難な患者および軽易な患者に対する歯科治療・衛生指導 

（４）検死・検案に際しての法歯学上の協力 

 

※甲とは練馬区を示す。 

 

(2) 歯科医療救護班業務の整理 

  歯科医療救護班の業務について、本計画では活動場所や活動時期に着目し、

つぎの４つに整理して具体化します。 

 

・医療救護所における応急処置等（第二章） 

 

 

 

活動時期：発災から 72 時間まで 

活動内容：けが人の口腔内処置・トリアージ等 

派遣要請：区が歯科医師会へ要請、震度６弱以上で自動参集 

・避難拠点、福祉避難所における訪問歯科診療と歯科保健指導（第三章） 

 

 

 

活動時期：発災から 72 時間以降① 

活動内容：避難拠点等での歯科診療等 

派遣要請：区が歯科医師会へ要請 

・訪問歯科診療窓口等における情報収集や訪問歯科診療（第四章） 

 

 

 

活動時期：発災から 72 時間以降② 

活動内容：訪問歯科診療、診療所の被災状況の情報収集 

派遣要請：― 

・遺体安置所における身元確認への協力（第五章） 

 

 

 

活動時期：発災から 72 時間以降③ 

活動内容：検案 

派遣要請：警視庁（現地警察署）が歯科医師会へ派遣要請 



(3) 本計画で明確にすべき課題 

 

① 医療救護所における活

動の具体化 

医療救護所への歯科医療救護班の派遣は、震

度６弱以上の地震では自動参集するなど定めが

ありますが、班の要請、派遣、活動について具体

化する必要があります。 

 

② 避難拠点や福祉避難所

における活動の具体化 

 

避難拠点や福祉避難所における歯科診療や、

歯科保健指導のニーズをどのように把握し、歯

科医療救護班の訪問歯科診療にどのようにつな

げるのか具体的にする必要があります。 

 

③ 訪問歯科診療計画の具

体化 

災害時にも訪問歯科診療を実施するために平

時の訪問歯科診療体制をどのように構築し、推

進するか具体化する必要があります。 

 

④ 身元確認（班）の活動に

関する事前準備の明確

化 

警察の要請と指示にもとづき行う身元確認の

協力に、どのような事前の準備をすべきかを明

らかにする必要があります。 

 

⑤ 情報連絡体制の明確化 歯科医師会と練馬区、警察、歯科医師会会員と

の情報連絡について、明らかにする必要があり

ます。 

 

 

  



第二章 医療救護所における歯科医療救護活動 

１ 活動概要 

災害時の医療救護所では、医療救護所で対応する軽症者から災害時医療機関

への搬送が必要な重症者・中等症者まで、さまざまな傷病者が訪れることが想定

されます。 

その中で歯科医療救護班は、口腔内の応急処置が必要な患者に対して治療を

施すことはもちろん、現場の医師の指示に従って口腔内以外の簡易な応急処置

も行います。 

さらには区の職員や学校の要員と共にトリアージを行い、迅速な搬送順位の

確定を補助します。 

 

 

２ 活動計画詳細 

① 医療救護所への参集 

練馬区が歯科医師会に災害時協定に基づき歯科医療救護班の派遣を要請

した場合、歯科医師会はすみやかに歯科医療救護班を派遣します。ただし、

区内に震度６弱以上の地震が発生した場合、区からの要請がなされる前に、

あらかじめ編成した歯科医療救護班の要員は指定する医療救護所に参集し

ます。（次ページ参照） 

歯科医療救護班の班編成は、原則として歯科医師会に一任します。 

 

② 口腔内の応急処置を要する傷病者に対する応急処置 

被災直後には、顎顔面の外傷や歯牙の脱臼などの口腔外科的疾患や外力に

よる冠や充填物の脱離などが考えられます。それらのうち、緊急に対応しな

ければならない傷病者への応急処置を実施します。 

 

③ トリアージ 

医療救護所の医師や区職員、避難拠点運営連絡会と連携し、傷病者をトリ

アージして軽症者・中等症者・重症者に分けるとともに、重症者・中等症者

の災害時医療機関への搬送の順位を判断するトリアージを実施します。 

 

④ その他、口腔内の応急処置以外の応急処置 

 災害時には医療救護所に四師会の要員が参集することになっていますが、

傷病者に対する医療従事者の数は、地域における被災状況により不足するこ

とが考えられます。このため、歯科医療救護班は現場の医師の指示に従いつ

つ、口腔内処置以外の応急処置も軽症者に行います。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区歯科医師会 
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集 
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第三章 避難拠点・福祉避難所における歯科医療救護活動 

１ 活動概要        

 避難拠点や福祉避難所には、高齢者等や口腔内に問題を抱える避難者が避難

しています。   

 生活環境の急激な変化により口腔内における緊急性の高い痛みや急性炎症を

訴える避難者への対応が必要となります。 

 また、義歯の紛失や不適合によるそしゃく障害の訴えは、避難拠点等における

最大の歯科医療ニーズとなります。さらに、災害の関連死では誤嚥性肺炎が多い

ことから、避難拠点等における歯科保健指導および歯科治療を適切に実施して

いきます。 

 

２ 活動計画詳細（次ページ参照） 

① 避難拠点における歯科診療、歯科保健指導のニーズ把握 

区の保健師や歯科衛生士、栄養士を中心とした保健班が避難拠点を巡回し、

歯科診療の必要な患者の状態や歯科保健指導が必要な避難者を把握し、情報

をまとめます。 

② 保健班が収集する情報（資料編 P46～55） 

各避難所におけるアセスメント票 

・ 口腔清掃等の環境 

・ 口腔清掃用具等の確保 

・ 歯や口の訴え・異常 

・ 歯科保健医療の確保 

・ 特に口腔衛生に配慮が必要な対象者 

・ 上記対象者の口腔清掃状況 

③ 区から歯科医師会への要請 

保健班等がまとめた情報を踏まえ、区は歯科医師会に対し災害時協定に則

り、避難拠点や福祉避難所での診療を要請します。歯科医師会は、すみやか

に歯科医療救護班を編成し、避難拠点等に派遣します。 

歯科医療救護班は、保健班等が収集した情報を共有し、歯科診療にあたり

ます。 

④ 歯科医療班から保健班への要請 

また、保健班の歯科衛生士は歯科医療救護班と情報を共有し、再度の歯

科保健指導の必要性がある福祉避難所等を把握します。 

保健班の歯科衛生士は把握した情報をもとに、再度歯科保健指導を行い

ます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難拠点 

⑤ 必要があれば、再度

歯科保健指導へ 

練馬区 

 

 

練馬区歯科医師会 

歯科医療救護班 

保健班（保健師・歯科衛生士等） 

② 情報を歯科医師

会へ提供し、歯

科医療救護班の

派遣を要請 

③ 要請に基づき歯科医療救護班を 

編成して、避難拠点へ派遣 

避難拠点等への訪問歯科診療フロー図 

④ 訪問先の情報 

をまとめて区に 

提供 

① 区の保健班が避難拠点

を巡回し、情報を収集 



 

第四章 訪問歯科診療の支援 

１ 支援概要 

 災害時においても、訪問歯科診療の要望がある場合は区や歯科医師会はそれ

に応えなければなりません。そのために、平時における訪問歯科診療体制を災害

時においても災害時訪問歯科診療に活用する必要があります。 

 

 

２ 訪問歯科診療の現状と課題 

(1) 平時の訪問歯科診療の現状 

  平成 25 年度から 27 年度にかけて、区と歯科医師会は、訪問歯科診療促進

事業を実施し、一般歯科診療所の在宅訪問歯科診療の取組を進めています。練

馬つつじ歯科診療所においては、歯科診療を必要とする在宅療養者と訪問歯

科診療を行う歯科医師とのマッチングを行うとともに、ポータブルユニット

などの機器を貸出してその促進を図っています。しかしながら、訪問歯科診療

制度の周知が十分に区民に行き渡っていないのが現状です。 

 

(2)在宅療養者のニーズに対する訪問歯科診療の実態 

  誤嚥性肺炎が高齢者に多数発生していることから、在宅や施設で歯科診療

や口腔ケアを必要とする高齢者の数が多数にのぼることは推測できます。し

かし、高齢者のうち要介護認定を受けている方が平成 26 年 3 月 31 日現在で

23,185 万人いるのに対し、歯科医師会会員の訪問歯科診療件数が平成 25年度

は 52件ということから、そのニーズが訪問歯科診療や訪問口腔ケアに適切に

つながっていないことも推測できます。 

 

(3) 本計画で明確にすべき課題 

  訪問歯科診療が必要な患者に提供されるよう、そのニーズを把握し、専門の

歯科診療にマッチングするシステムが必要であり、そのような平時のシステ

ムを築くとともに、それが災害時にも効果的に動く仕組みを計画化しなけれ

ばなりません。 

  



３ 支援計画詳細 

(1) 訪問歯科診療の促進 

① 啓発事業（マッチングシステムへの誘導） 

在宅療養患者への在宅介護ケアや在宅医療に比較すると、歯科診療が必要

な場合でも家族やケアマネジャーが気付かない場合や、必要性を認識してい

ても連絡相談する先が分からないため、歯科診療や口腔ケアが不足するケー

スがあります。講演会やホームページ、パンフレットなどで訪問歯科診療の

重要性を訴えるとともに相談窓口の周知を図ります。 

 

② 訪問歯科診療相談窓口の設置（マッチングシステムの構築） 

訪問歯科診療に対するニーズを受ける相談窓口を、練馬つつじ歯科休日急

患診療所に設置し、適切な専門治療が受けられるよう歯科診療所等の紹介を

行います。また、訪問歯科診療に必要なポータブルユニットやＸ線装置の貸

出を行います。また、災害時にも運営が可能となるよう、区内歯科診療所の

状況など情報を管理し、災害時優先電話の導入など災害時の情報連絡に備え

ます。 

 

③ 人材育成のための研修会の実施（マッチングシステムの実現） 

訪問歯科診療のニーズに応えるには、一般歯科診療所が訪問歯科診療を行

う体制を整える必要があるため、新たに訪問歯科診療を始める歯科医師対象

の研修会や既に訪問歯科診療を行っている歯科医師のスキルアップ研修を

実施します。 

 

(2) 災害時の対応 

① 災害時訪問歯科診療事務局の設置・運営 

災害が発生した場合、練馬つつじ歯科休日急患診療所は通常の診療を臨時

休止するとともに、災害時訪問歯科診療事務局を設置します。事務局では、

必要な情報の収集や提供を行い、在宅療養者や施設入所者等への訪問歯科診

療の提供をします。 

 

② 被災状況等情報の収集 

訪問歯科診療のニーズを適切に歯科医師につなぐため、災害時訪問歯科診

療事務局において歯科医師会本部と連携し、災害発生後の歯科診療所の被災

状況を把握し、訪問歯科診療が可能な歯科診療所のリストを作成します。 

 

③ 歯科診療所に関する情報の提供 

訪問歯科診療を行っている歯科医師の情報のほか、災害時訪問歯科診療事

務局は、一般歯科診療所の被災状況、診察状況を一元的に収集し、区および

区民に提供します。 



 

④ 在宅療養者の訪問歯科診療 

災害が発生した場合においても、在宅療養者に対する訪問歯科診療の提供

は必要です。そうした場合にも訪問歯科診療の提供が滞らないように、収集

した情報に基づき、災害時訪問歯科診療事務局で連絡調整を行う体制を整え

ます。 

 

⑤ 介護施設・病院等入所者の訪問歯科診療 

介護施設等においては、災害時に断水や非常用食料による食事等によって

口腔内を清潔に保つことが難しくなる場合が考えられます。さらに、災害時

という緊急事態において、口腔内のケアに対応できない事態も考えられます。

そうした場合にも災害時訪問歯科診療事務局は施設状況・被災状況を把握し、

訪問歯科診療を提供していきます。 

 

⑥ 避難拠点等における避難者の訪問歯科診療 

避難拠点や福祉避難所の避難者への訪問歯科診療に関しては、区の保健班

による巡回や歯科医療救護班による訪問歯科診療によって対応します。また、

継続的な歯科診療が必要であるが、避難拠点等から地域の歯科診療所へ行く

ことができない患者がいる場合には、その患者へ個別的に訪問歯科診療を行

います。 

 

⑦ 避難者への継続的な対応 

避難拠点や福祉避難所から自宅に戻った避難者が継続的に歯科診療を必

要とする場合、災害時訪問歯科診療事務局は、当該患者が適切に歯科診療を

受診できるよう診療情報の提供等を行います。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平時の訪問歯科診療 フロー図 

つつじ歯科診療所 

（訪問歯科診療相談窓口） 

訪問歯科診療が必要な患者 

②窓口への相談 
訪問歯科診療が 

可能な診療所 

③・訪問歯科診療の要請 

   ・ポータブル機器の貸出 

④訪問診療 

在宅医師等 介護職等 

① つつじ歯科が行う、パンフレット・講 

演会による訪問歯科診療の周知 



(3) 平成 25～27 年度までの実施事業 

 

啓発・広報事業 

の実施 

 

・訪問歯科に関するパンフレットを、平成 26・27 年度

で計 20,000 部作成し、各歯科診療所に置くととも

に、研修会や講習会において配布する。 

・平成 26 年度にホームページを作成し、訪問歯科診療

や摂食・えん下リハビリテーションについての広報

を強化した。 

・平成 27 年度は、訪問歯科に関する講演会を区民向け

に行う。 

 

訪問歯科診療相談窓

口の設置 

 

・平成 26 年度からは事務員を１名増やし、窓口体制を

充実させた。 

訪問歯科診療用貸出

し器具の整備 

 

・平成 26年度は訪問歯科診療に必要なポータブルユニ

ット 1 台とポータブル X 線装置 1 台を購入した。 

・上記機器に関して、平成 27 年 2 月 28 日までに、計

91 回の貸出を行った。 

研修会の実施 

 

 

・歯科医師・関係職向けに、平成 25・26 年度で計２回

の研修会を行い、平成 27 年度は、計２回の研修会・

講演会を行う。 

 

 



第五章 身元確認への協力 

１ 支援概要 

遺体安置所である体育館に身元不明遺体が発生した場合、身元確認班は警視

庁の指示のもと検視の補助行為として歯科所見等を活用した身元確認作業に

従事します。（記録用紙は資料集 P67～69） 

 

２ 支援計画詳細 

① 警視庁から身元確認の協力要請があった場合、歯科医師会はすみやかに身

元確認班を編成し、指定された遺体収容所に派遣します。 

 

② 身元確認班は歯科医師２名以上の構成とします。 

⇒身元確認作業の経験を有する歯科医師名簿を事前に作成しておきま

す。 

 

③ 派遣された身元確認班は、警視庁の検視責任者の指示により、歯科医師以

外の身元確認従事者とともに作業に従事します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 身元確認作業にあたっての留意事項 

ア．生体の口が開かないことが多いため開口器などの準備が必要です。 

イ．検査する歯科医師と記録する歯科医師が１組となって、誤記録と感染

を防止します。 

ウ．報道機関や遺族への対応は、原則として歯科医師は対応しないように

します。 

警視庁 

（現地警察

署） 

練馬区 

歯科医師会 

身元確認の協力 

１ 必要な器具の準備 

２ 身元確認班の編成、派遣 

３ 生前資料の収集、整理 

４ 死後記録の作成 

(要請・指

示) 

(要請) 

(遺体収容所での作業協力要請) 



⑤ 歯科医師会は、警視庁から身元確認に関する個人識別に関する生前記録の

収集への協力要請があった場合、会員へ周知するなど積極的に協力するこ

ととします。 

⑥ 記録用紙（死後・生前）の作成手順 

確認作業は遺体の死後記録を残し、生前情報を集めて比較識別をすること

になることから、死後記録を残す手順、生前記録の収集とまとめ、結果の整

理までの流れを確立しておくことが必要です。 

 

  ア．死後記録の作成 

死後記録を作成するための検査は、死後のデンタルチャートを作成し、

その際に根管処置が施された可能性がある歯や埋伏の可能性がある歯

のＸ線写真を可能な限り撮影することが望まれます。 

デンタルチャートの作成に当たっては、その目的が生前の歯科処置と

の比較になることから、常に生前記録がどのように残っているかを考え

ながら記録を残すことが原則となります。 

  

イ．死後記録の作成手順 

      

1) 遺体番号 遺体番号の確認をします。 

2) 場所 記録場所を記入します。 

3) 年月日 記録を行っている日の年月日を記入します。 

4) 遺体状況 該当する状況にチェックを入れます。 

5) 歯列図 

 ・歯の有無 

 ・充填、歯冠補綴、

欠損補綴 

 ・Ｘ線検査後の記入 

記載者はまず、残存歯牙の有無を確認します。 

次に、歯科診療録やＸ線写真の生前記録から充填、補綴処

置の作成方法、形態、材料を確認します。 

更に、Ｘ線検査の後では、根管治療、根管充填処置、埋伏

歯の有無を記録します。 

開口不良等で咬合面が見づらい場合等は「？」をつけま

す。 

その後作成した歯列図を記載者が読み上げ、観察者が口

腔内を見つつ確認します。 

6）その他の所見、特記

事項 

記載者は特筆すべき事項に関して、該当欄に記載します。 

7）立会警察官の記入 遺体の検視が終了し次第、立会警察官の所属と氏名を記

入してもらい、終了時間も記入します。 

8）歯科医師名の記入 検視に携わった歯科医師の所属の記入とサインを行い、

二人で確認した後に警察官へ渡します。 

 ※ 清書の時間がないことが考えられるため、記入は丁寧に行う。 



    

ウ．生前記録のまとめ 

   生前記録用紙には、形のわかる情報とわからない情報に対応できるこ

とを考えて、原則的に、修復面がわかるときおよびＸ線写真で形が推測

できるときは、修復面の記録を残すか、形を残します。わからないとき

は、文字で作成方法、材料を記載します。 

 

  エ．比較時の注意点 

  1) 生前記録の最終状態と死後記録の間に時間的な差があり、すべての

所見が一致するものではないこと。 

  2) 各歯牙につき硬組織疾患は後戻りしないことを考慮し、「一致」「矛

盾なし」「矛盾あり」に分けて比較すること。 

  3) Ｘ線写真は生前のものと方向を合わせて再撮影することにより、他

の比較点がみつかること。 

  



第六章 支援計画実行のために 

 (1) 情報連絡のあり方 

 

① 練馬区と歯科医師会 

   

通信手段 練馬区災害対策健康部と歯科医師会本部との通信手段は、

電話、ファックス、メールを第一に考え、それらが輻輳し不

通となった場合には、練馬区行政無線によって通信します。 

 

情報連絡事項 練馬区からは医療救護方針や活動状況、歯科医療救護班の

派遣要請を伝えます。歯科医師会本部からは歯科診療所の被

災状況、歯科医療救護班の活動状況などを連絡します。 

 

 

② 歯科医師会内 

  

連絡網 

（次ページ 

参照） 

歯科医師会本部と会員間の通信も電話等を第一とします

が、不通の場合にはブロックごとの情報をまとめて本部へ

連絡し、本部からはブロックごとに情報を伝えます。 

 

情報連絡事項 歯科医師会本部からは区の災害医療活動や歯科医師会の

歯科医療救護活動の状況を伝え、本部へは歯科診療所の被

災状況などを報告します。 

 

 

(2) 歯科医師会の災害時組織のあり方 

  区内に震度６弱以上の地震が発生した場合、歯科医師会の歯科医療救護班

は指定されている医療救護所に自動参集することとなっています。また、震度

５強以下の地震が発生した場合では、区の要請にもとづき、歯科医療救護班を

編成し、医療救護所や避難拠点、福祉救護所へ派遣することとしています。そ

れらの活動を統括し、支援するため、歯科医師会は災害時体制を設置します。 

 

① 歯科医師会は、練馬区歯科医師会災害対策本部を設置します。 

 

 

 

 

 

 



練馬区歯科医師会災害時連絡網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区歯科医師会 

災害対策本部長 会長 

副本部長 副会長・専務理事 

警察歯科担当理事 

警察署 練馬区災害対策健康部 

事務局 

災害担当理事 

医療救護班 

（10 校×4 名=40 名） 

※震度 6 弱以上 自動参集 

 震度 5 強以下 要請参集 

会員の安否確認 

理事 9 名 

練馬署 

担当医 

練馬区災害対策健康部 練馬区歯科医師会 

対策本部長 会長 

副本部長 副会長・専務理事 

地域医療担当理事 つつじ歯科診療所 

（災害時訪問歯科診療事務局） 

災害時訪問診療担当医 

光が丘署 

担当医 

石神井署 

担当医 

発災後 72 時間以内 

発災後 72 時間以降 



② 歯科医師会災害対策本部の体制 

ア．他団体との協力 

歯科医師会は、東京都歯科医師会や東京都歯科衛生士会、東京都歯

科技工士会、災害関係機関の協力を得て、練馬区災害対策本部と連携

して、円滑な歯科医療救護活動を実施します。 

イ．事前の準備 

歯科医師会は、あらかじめ（仮称）練馬区歯科医師会災害対策本部

の組織、運営方法について定め、会員および区等との情報連絡、歯科

医療救護班の編成、派遣などに対応します。 

 

③ 情報の把握・報告 

ア．情報の収集 

歯科医師会は、災害発生後すみやかに区内の歯科診療所等の被害 

状況について把握します。状況把握にあたっては、電話による通信が

不可能な場合は、ブロックごとに情報をまとめます。 

イ．練馬区への状況の報告 

歯科医師会は、歯科診療所等の被害状況について、練馬区災害対策

本部や東京都歯科医師会へ報告します。 

ウ．歯科診療需要の把握 

練馬区と歯科医師会は緊密な連絡をとりながら、医療救護所や避難

拠点、あるいは在宅等における高齢者や障害者等の歯科診療需要に関

する情報の把握に努めます。 

 

④ 災害時訪問歯科診療事務局の設置・運営について 

ア． 災害時の訪問歯科診療事務局の設置 

災害が発生し、練馬区歯科医師会災害対策本部が立ち上がる場合、 

つつじ歯科診療所は通常の診療を臨時休止し、災害時訪問歯科診療事

務局を設置します。 

イ．  通常診療の臨時休止に伴う患者対応について 

通常の診療の臨時休止に伴い、診療所内にいる患者に関しては、可

能であれば原則帰宅させ、待機することが妥当だと判断された場合待

機させます。また、来院予定の患者に対しては可能な限り速やかに通

常の診療を行わないことを伝えます。 

ウ．  拠点体制 

災害時に避難拠点等への訪問歯科診療を行うにあたり、区や歯科医

師会と協力し、まずは被災状況の確認や訪問歯科診療協力医の安否確

認等を行います。その後訪問歯科診療の拠点として、ポータブル機器

の貸出や訪問歯科診療の必要な患者に対しての診療を行います。 

 



第七章 資料編 

(1) 災害時の歯科医療救護活動についての協定書 

 

省 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)歯科生衛生士マニュアル（案） 

 

 

 

 

災害対策健康部 

歯科衛生士災害時マニュアル 

 

 

   

 

      （Vｏｌ．１） 
平成 26年 12月作成 
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公
衆

衛
生

チ
ー

ム
の

活
動

支
援

・保
健

班
・公

衆
衛

生
チ

ー
ム

か
ら

の
情

報
収

集

・避
難

拠
点

運
営

の
支

援
・医

療
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

庶
務

班
へ

の
連

絡

・保
健

相
談

所
業

務
再

開
に

向
け

た
準

備

・依
頼

が
あ

れ
ば

福
祉

避
難

所
へ

巡
回

相
談

を
派

遣
す

る

●
口

腔
ケ

ア
、

口
腔

機
能

向
上

の
支

援
活

動
●

準
備

が
整

い
次

第
業

務
再

開

帳
票

・
巡

回
相

談
記

録
(全

体
版

）
.

・
巡

回
指

導
記

録
票

集
計

表
・
避

難
拠

点
等

ア
セ

ス
メ

ン
ト

票
・
避

難
拠

点
等

ア
セ

ス
メ

ン
ト

総
括

表
・
歯

科
相

談
票

（
個

別
用

）
・
歯

科
健

康
教

育
実

施
録

（
集

団
用

）
・
管

内
歯

科
医

療
機

関
マ

ッ
プ

・
口

腔
ケ

ア
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
・
口

腔
機

能
向

上
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
啓

発
用

ポ
ス

タ
ー

健 康 推 進 課 　 歯 科 衛 生 士

医
療

救
護

所
要

員
と

し
て

従
事

・
・
・
な

し
（
2
6
年

度
）

避
難

拠
点

要
員

と
し

て
従

事
・
・
・
な

し
（
2
6
年

度
）

保 健 相 談 所 　 歯 科 衛 生 士

災
害

時

フ
ェ

ー
ズ

０
　

発
災

時
（
発

災
後

2
4
時

間
以

内
）

フ
ェ

ー
ズ

１
　

初
動

期
（
発

災
後

7
2
時

間
以

内
）

フ
ェ

ー
ズ

２
　

中
期

（
4
日

目
～

1
か

月
）

フ
ェ

ー
ズ

３
　

長
期

（
概

ね
1
か

月
以

降
）

医
療

救
護

所
要

員
と

し
て

従
事

・
・
・
な

し
（
2
6
年

度
）
　

　
※

た
だ

し
、

交
代

要
員

と
し

て
の

従
事

は
あ

り
う

る
避

難
拠

点
要

員
と

し
て

従
事

・
・
・
小

林
（
聡

）
関

中
学

校
（
2
6
年

度
）

●
災

害
対

策
健

康
部

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
訂

に
合

わ
せ

て
、

歯
科

衛
生

士
災

害
時

マ
ニ

ュ
ア

ル
(案

）
の

改
訂

●
災

害
対

策
健

康
部

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
訂

に
合

わ
せ

て
、

歯
科

衛
生

士
災

害
時

マ
ニ

ュ
ア

ル
(案

）
の

改
訂

●
巡

回
訪

問
の

た
め

の
帳

票
類

の
準

備
と

チ
ェ

ッ
ク

●
管

内
歯

科
医

院
マ

ッ
プ

作
成

●
区

民
へ

の
自

助
、

共
助

へ
の

啓
発

●
「
防

災
に

備
え

て
」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

普
及

災
害

対
策

健
康

部
　

保
健

班
と

し
て

活
動

ー
1
ー

平
常

時

災
害

対
策

健
康

部
　

庶
務

班
と

し
て

「
健

康
部

内
の

災
害

対
策

本
部

設
置

」
の

た
め

班
長

の
指

示
の

も
と

、
直

ち
に

準
備

に
着

手
し

行
動

す
る

①
庶

務
係

：参
集

状
況

把
握

、
被

害
状

況
把

握
、

各
部

と
の

連
絡

調
整

②
成

人
保

健
係

：広
域

医
療

連
携

③
健

康
づ

く
り

係
・母

子
保

健
係

・栄
養

指
導

担
当

係
・歯

科
保

健
担

当
係

：医
療

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
れ

・配
置

●
保

健
相

談
所

へ
参

集
(勤

務
時

間
外

ま
た

は
出

張
中

）
●

保
健

相
談

所
来

所
者

に
対

し
て

、
医

療
救

護
所

・
避

難
拠

点
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

●
避

難
拠

点
の

巡
回

相
談

の
た

め
の

準
備

●
公

衆
衛

生
チ

ー
ム

へ
の

采
配

●
医

療
救

護
所

継
続

運
営

の
補

助



 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流れの説明 

① 避難拠点の状況確認 

 保健班が 避難拠点を巡回し、開設状況や環境整備状況、避難者の健康状態、医療ニーズを調査し『練馬

区版巡回相談記録票（全体版）を作成。 

② 歯科ニーズを抽出する 

歯科専門職が巡回相談（全体版）評価用シートにおとし、ニーズが多いまたは緊急性の高い避難拠点から

巡回相談の順を決める。 

③ 避難拠点等巡回 

 歯科専門職が避難拠点に行き、『避難拠点等口腔保健アセスメント票』を作成する。同時に、避難拠点近

辺の歯科医療機関の開設状況を調べ、健康推進課庶務班に報告。※情報と人員が揃っていれば、④の支援

も同日に行う。 

④ 歯科ニーズに合わせた支援 

巡回相談等ニーズに合わせた相談事業等始める。また歯科医療受診の必要性があれば、避難拠点近隣の歯

科医療機関を案内する。近隣に開設歯科医療機関が無いなどで受診が難しい場合は、避難所への訪問歯科

診療を歯科医師会に依頼する。福祉避難所については、救護班または医療班より依頼があれば巡回する。 

練馬区歯科医師会 

避難拠点 
避難拠点 

避難拠点 

医療救護所 

福祉避難所 

必要に応じて避難拠点等への 

訪問歯科診療要請の依頼 

 

避難拠点 

保健相談所（保健班） 
【帳票レベル１】 

 

巡回相談  

【帳票レベル２・３】 

健康推進課 

（庶務班） 

ボランティアの配置・支援物資の配給 

避難所の情報・歯科医院開設情報 

 

 

地域医療課 

(救護班） 

歯科医院開設情報の伝達・

福祉避難所への巡回相談要

請の依頼 

開設情報 

歯科医院 

必要に応じて巡回相談 

情
報
共
有 

（
歯
科
医
院
開
設
情
報
・
各
要
請
内
容
） 

福祉避難所・避難拠点等への

訪問依頼 

医療ニーズ調査 

自動参集 

※フェーズごと詳細の動きは、「災害支援活動のマ

ニュアルシート」(P1)を参照。 



 

 

 

帳票活用法 

 発災中期以降、各保健相談所は災対健康部からの災害情報に基づき、被災区民の医療や相談、 

疾病予防が円滑に行えるよう支援するため以下の帳票を活用する。 

レベル１ 

『練馬区版 巡回指導記録帳票（全体版）』（帳票 1） 

  保健班が 避難拠点を巡回し、開設状況や環境整備状況、避難者の健康状態、 医療ニーズを調査し

る帳票。   

『巡回相談記録票（全体版）評価シート』（帳票 2） 

 『練馬区版 巡回指導記録帳票（全体版）』から歯科ニーズを把握するために必要な情報を集約

し、評価をするために使用する。ニーズの高いところから歯科専門職が巡回相談を行なう。 

 

レベル２ 

 ●潜在しがちな集団の歯科口腔保健のニーズを短時間で把握する 

『避難拠点等歯科口腔保健アセスメント票』（帳票 3） 

各避難拠点等の歯科口腔保健の状況を調査するために使用する。 

『避難拠点等歯科口腔保健アセスメント票総括表【詳細版】（帳票 4）・【簡易版】（帳票 5）』 

各避難拠点等の『避難拠点等歯科口腔保健アセスメント票』の内容を記入し、課題やニーズの緊

急度を確認し、必要なサービスを計画するために使用する。必要な医療情報を把握し訪問歯科診療

の依頼等にも使用する。 

レベル３ 

 ●個々の要支援者の課題分析や援助内容等の記録。 

『歯科相談票（個別）』（帳票６） 

各避難拠点で個別相談を行なうときに使用する。訪問歯科診療依頼の際、情報提供にも使用する。 

『歯科相談票（個別）総括表』（帳票７） 

避難拠点等全体の個別相談の状況の把握し、次回相談の資料とする。 

『歯科健康教育実施録（集団用）』（帳票８） 

 避難拠点等で『歯科健康教育実施』内容、状況を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

高齢者

障害者

乳幼児

妊産婦

その他

要医療者 名
在宅酸素（有・無）　　名・人工呼吸器　（有・無）　　名・糖尿病(有・無）　　名
透析実施（有・無）　　名・高血圧　　　　（有・無）　　名・その他（有・無）　　名

名

名

あり（水道可・給水車・その他   　）
なし（　　　　　　　　　　　　　　　   　）

あり　　ケ所（常設・仮設・その他）
なし（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あり（　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
なし（　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

居室　良・不良（　　　　　　　　　　）
ごみ　良・不良（　　　　　　　　　　）

ミルク・おむつなどの支給状況

要介護者（有・無）　　名

妊婦　　　　　名　・　産婦　　　　　名

名

名

名

交通手段 可・不可（　　　　　　　　　　　　　　） 水道
可   (       　　   　　　　ケ所）
不可（　　　　　　　　　　　　　　）

避
難
所
の
状
況

食事 飲料水

トイレ 入浴等

衛生状態 生活用品

あり（炊き出し・弁当・パン・その他  ）

なし（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

移動手段：　車　・　自転車　・　徒歩

避難者総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人(再掲：面接者総数　　　　　　　　　　　　　　　人）

巡回相談を実施した場所：

電気・ガス 可・不可（　　　　　　　　　　　　　　） 電話 可・不可（　　　　　　　　　　　　　　）

成人 　　　　　名

避
難
者
の
状
況

　　　　　　　　　　練馬区版　巡回相談記録票（全体版）

事
前
情
報

避難所からの要請内容：

年　　　月　　　日

施
設
の
概
況

住所

電話　　　　（　　　　　　　）
避難拠点名等

巡回時間

天気 記載者

～

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

巡回相談実施者（　　　　　　　　　　　　　　　　　）計　　　　名

帳票１



 

 

全体の健康状況：

今後の対応：

申し送り事項：

ま
と
め

備
　
　
考

助
言
・
指
導
内
容

保健

栄養

歯科

避
難
所
の
健
康
問
題



 

 

避
難

拠
点

等
巡

回
相

談
記

録
票

評
価

用
シ

ー
ト

歯
レ

ベ
ル

１

保
健

相
談

所
名

Ｎ
ｏ
．

　
　


避
難

所
の

健
康

問
題




備

考

糖
尿

病

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

評
価

◎
良

好
・問

題
な

し
、

○
ほ

ぼ
良

好
・ほ

ぼ
問

題
な

し
、

△
や

や
問

題
あ

り
、

×
大

い
に

問
題

あ
り

、
－

：
不

明

　
　

　
　

　
　

　
　

保
健

相
談

所
作

成
者

氏
名

（
所

属
）



　
　

　
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

　
　

　
　

N
o

避
難

拠
点

・
施

設
名

避
難

者
数 (人

）
歯

　
科

避
難

拠
点

・
施

設
名

 
2
0
  

 　
　

年
　

　
月

　
日

避
難

拠
点

の
状

況
避

難
者

の
状

況
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン

要
医

療
者

交
通


手
段

水
道

食
事

飲
料

水
成

人
高

齢
者

障
害

者
乳

幼
児

妊
産

婦
そ

の
他

帳
票

２



 

避難所等歯科口腔保健 アセスメント票（レベル２） 

避難所名 

（施設名） 
 保健相談所名          保健相談所 

避難者数 人（   月   日現在） 責任者氏名  

評価年月日 西暦 20  年  月  日 
連絡先 

（電話等） 
 

評価時在所 

避難者数 
人（AM/PM    時現在） 情報収集法

※ 実施した方法

をすべてチェッ

ク ☑ する 

 

□ 責任者等からの聞き取り 

（役職・氏名：              ） 

□ 避難者からの聞き取り（      人程度） 

□ 現場の観察 

□ 支援活動等を通じて把握 

□ その他 （                ） 

評価者氏名 

職種 

氏名： 

所属： 

職種：1 歯科医師  2 歯科衛生士 

3 保健師・看護師 4 医師 5 その他       

項目 簡易評価 確認項目（※確認できれば数値や具体的内容を記載） 特記事項 

(１) 

口腔清掃等の

環境 

(◎・○・△・×・－) 

a 歯磨き用の水 

 

b 歯磨き等の場所 

1 充足, 2 不足＊, 3 不明 
＊（具体的に：        ） 

1 充足, 2 不足＊, 3 不明 
＊（具体的に：        ） 

 

(２) 

口腔清掃用具 

等の確保 

（◎・○・△・×・

－） 

a-1 歯ブラシ（成人用） 

a-2 歯ブラシ（乳幼児用） 

b  歯磨き剤 

c  うがい用コップ 

d  義歯洗浄剤 

e  義歯ケース 

f  デンタルリンスor洗口液 

g  その他（     ） 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

1 充足, 2 不足（約  人分）, 3 不明 

 

(３) 

歯や口の 

訴え・異常 

（◎・○・△・×・

－） 

a 痛みがある者 

b 食事等で不自由な者 

1 いない, 2 いる（約  人）, 3 不明 

1 いない, 2 いる（約  人）, 3 不明 

 

（義歯紛失、咀嚼や嚥下の機能低下等による） 

c 他の問題＊がある者 1 いない, 2 いる（約  人）, 3 不明 

＊（具体的に：                 ） 

(４) 

歯科保健医療 

の確保 

（◎・○・△・×・

－） 

a 歯科診療所や仮設歯科

診療所への受診 

b 巡回歯科診療への受診 

1 容易, 2 不便＊, 3 施設ない, 4 不明 
＊（具体的に：        ） 

1 容易, 2 不便＊, 3 巡回ない, 4 不明 
＊（具体的に：        ） 

 

(５) 

特に口腔衛生 

に配慮が必要 

な対象者 

 

a 乳幼児 

b 妊婦 

c 高齢者（６5 歳以上） 

d 障がい児者・要介護者 

e 糖尿病等の有病者 

f 感染症 

（約   人 or％）, 不明 

（約   人 or％）, 不明 

（約   人 or％）, 不明 

（約   人 or％）, 不明 

（約   人 or％）, 不明 

（約   人 or％）, 不明 

※再確認！ 

(６) 

(５)の者の 

口腔清掃状況 

（◎・○・△・×・

－） 

a 歯磨き 

b 義歯清掃 

c 乳幼児の仕上げ歯みがき 

d 障がい児者・要介護者の介助歯みがき  

1している , 2ほとんどしていない , 3 不明 

1している , 2ほとんどしていない , 3 不明 

1している , 2ほとんどしていない , 3 不明 

1している , 2ほとんどしていない , 3 不明 

 

その他の問題 具体的に： 

※
事
前
把
握
項
目 

No. 

※
事
前
把
握
項
目 

歯レベル２－（１） 

※ 書ききれない情報や関連情報は、特記事項欄に記入してください。 

※ 簡易評価の定義：◎良好・問題なし、○ほぼ良好・ほぼ問題なし、△やや問題あり、×大いに問題あり、－：不明 

帳票３ 



 

 
避

難
所

等
歯

科
保

健
　

ア
セ

ス
メ

ン
ト

票
　

総
括

表
【
詳

細
版

】
（
レ

ベ
ル

2
用

）
歯

　
レ

ベ
ル

２
－

（
２

）

ア
セ

ス
実

施
年

月
日

N
O

そ
の

他

の
問

題

　
ａ

歯
磨

き

の
水

　
ｂ

歯
磨

き

の
場

所

　
ａ
－

１

歯
ブ

ラ

シ
(成

人
用

）

　
ａ
－

２

歯
ブ

ラ

シ
（
乳

幼
児

用
）

　
ｂ

歯
み

が

き
剤

　
ｃ

う
が

い

用
コ

ッ
プ

　
ｄ

義
歯

洗

浄
剤

　
ｅ

義
歯

ケ
ー

ス

　
ｆ

デ
ン

タ
ル

リ
ン

ス
or

洗
口

液

　
g

そ
の

他

　
ａ

痛
み

が

あ
る

者

　
ｂ

食
事

等

で
不

自

由
な

者

　
ｃ

他
の

問

題
が

あ

る
者

　
ａ

歯
科

診

療
所

等

の
受

診

　
ｂ

巡
回

歯

科
診

療

の
受

診

　
ａ

乳
幼

児

　
ｂ

妊
婦

　
ｃ

高
齢

者

　
ｄ

障
が

い

者
・
要

介
護

者

　
ｅ

糖
尿

病

等
の

有

病
者

　
ｆ

感
染

症

　
ａ

歯
磨

き

　
ｂ

義
歯

清

掃

　
ｃ

乳
幼

児

の
仕

上

げ
磨

き

　
ｄ

障
が

い

者
・要

介

護
者

の
介

助
歯

み
が

き

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

　
２

０
　

　
年

　
　

月
　

　
日

～
２

０
　

　
年

　
　

月
　

　
日

作
成

者
氏

名
（
所

属
）

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

Ｎ
ｏ

避
難

所
名

（
施

設
名

）
避

難
者

数
（
人

）

（
１

）
環

境
口

腔
清

掃
等

の
環

境

（
２

）
用

具
口

腔
清

掃
用

具
等

の
確

保

（
３

）
症

状
歯

や
口

の
訴

え
、

異
常

◎
良

好
・
問

題
な

し
、

○
ほ

ぼ
良

好
・
ほ

ぼ
問

題
な

し
、

△
や

や
問

題
あ

り
、

×
大

い
に

問
題

あ
り

、
－

：
不

明

(４
)専

門
支

援

歯
科

保
健

医
療

の
確

保

（
５

）
ハ

イ
リ

ス
ク

者
特

に
口

腔
衛

生
に

配
慮

が
必

要
な

対
象

者

（人
、

％
）

（
６

）
清

掃
行

動
（５

）の
者

の
清

掃
行

動

保
健

相
談

所
名

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

保
健

相
談

所

帳
票
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避
難

拠
点

等
歯

科
保

健
ア

セ
ス

メ
ン

ト
総

括
表

【
簡

易
版

】
歯

　
レ

ベ
ル

２
－

（
３

）

作
成

者
氏

名
（所

属
）

保
健

相
談

所
名

Ｎ
ｏ
．

N
o

避
難

拠
点

・
施

設
名

避
難

者
数

(人
）

(1
)

口
腔

清
掃

等
の

環
境

(2
)

口
腔

清
掃

用
具

の
確

保

(3
)

歯
や

口
の

訴
え

・
異

常

(4
)

歯
科

保
健

医
療

の
確

保

(5
)

特
に

口
腔

衛
生

に
配

慮
が

必
要

な
対

象
者

（
人

、
％

）

(6
)

(5
)の

者
の

口
腔

清
掃

状
況

そ
の

他
の

問
題

備
考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

作
成

年
月

日
2
0
  

  
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

　
　

　
　

　
　

　
保

健
相

談
所

◎
良

好
・問

題
な

し
、

○
ほ

ぼ
良

好
・ほ

ぼ
問

題
な

し
、

△
や

や
問

題
あ

り
、

×
大

い
に

問
題

あ
り

、
－

：不
明

帳
票

５



 

 

練馬つつじ歯科診療所御中

避難拠点担当者

所属

氏名

職種

連絡先

練馬つつじ歯科診療所（訪問診療事務局）

ＦＡＸ番号０３－３９９３－２５００

訪問歯科診療依頼状

避難拠点名

住　所

電話番号

保健班　巡回相談の結果、訪問歯科診療をお願いいたします。　

備　考

依頼者

　
　避難拠点等巡回相談記録票

　避難拠点等歯科口腔保健アセスメント票

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

添付資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  歯科医師・歯科衛生士・保健師・栄養士・その他（　　　　　　）



 

 

　　　　　　　　　　　　　歯科相談票（個別用）

相談日 西暦２０　　　　　年　　　　　月　　　　　　日　

ふりがな
氏名

年齢 　　　　　　　歳
介護
認定

住居場所 □避難拠点　□仮設住宅　□施設　□自宅　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

住所・電話

主訴

口腔内の状態

相談・
指導内容

申し送り事項

継続指導

歯科医療の
受診

担当者氏名
(所属）

歯レベル３－（１）

担当保健相談所名
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施場所名

□非該当
□要支援１・２
□要介護

１　きれい　　２　ふつう　　３　汚れている
４　非常に汚れている　　５　食渣が多い

１　歯みがき　　２　歯間部清掃　　３　舌清掃
４　粘膜清掃　　５　義歯の清掃　　６　うがい
７　口の体操　　８　唾液腺マッサージ
９　その他

　　　　　　　　　　保健相談所

住所　　練馬区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　（　　　　　　　　）

要　　　　　　・　　　　　不要

　　　　　　　　　　　　　男
　

　　　　　　　　　　　　　女

要　　　　　　・　　　　　不要

Ｎｏ．

右 左

帳票6



 

歯
科

相
談

（
個

別
）総

括
表

歯
　

レ
ベ

ル
３

－
（
２

）

１ 歯
み

が

き

2 歯
間

部

清
掃

３ 舌
清

掃

4 粘
膜

清

掃

５ 義
歯

清

掃

６ う
が

い

７ 口
の

体

操

８ 唾
液

腺

マ
ッ

サ
ー

ジ

９ そ
の

他

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

相
談

内
容

相
談

・
指

導
内

容

申
し

送
り

事
項

継
続

指
導

歯
科

医

療
受

診
住

居
場

所
N

o
相

談
日

名
前

性
別

年
齢

帳
票
7



 

   

歯科健康教育実施録（集団用）

実施日 ２０　　　　　年　　　　　月　　　　　日(　　　　　）　　　　　：　　　　　　～　　　　　　：　　　　

実施場所 □避難拠点　　□施設　　□その他　

対象

人数 人

実施内容
（簡単に）

歯科用支援物資
の補充の必要性

申し送り事項

人数

氏名
（所属）

担当保健相談所 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談所

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．妊婦　２．幼児　３．児童・生徒　４．成人　５．高齢者　６．障がい児（者）

担当者

　　歯科医師　　　　　　　　　　　 　名
　　歯科衛生士　　　　　　　　　　　名

No．

帳票8



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肺
炎
予
防
の
た
め
に
も 

 

お
口

の
お
手
入

れ
を
し
ま
し
ょ
う 

 

避難生活では、誤嚥性肺炎に注意！ 

特に高齢者の方は、口の中の細菌が 

原因による、誤嚥性肺炎が起こる 

可能性があります。 

夜寝る前には、 

歯みがきを！ 
 

歯みがきができないときは、ガーゼや 

ティッシュで歯の表面や舌を拭きましょう。 

また、ブクブクうがいも効果的です。 

入れ歯のお手入れ 

も忘れずに！ 
 

食後は入れ歯をはずして、歯ブラシで 

洗いましょう。 

入れ歯洗浄剤も効果的です。 

お口の体操で、 

唾液を出そう！ 
 

舌を動かし、唾液腺をマッサージする 

ことで唾液が出やすくなり、口の中の 

汚れや細菌を減らすことができます。 練馬区 

保健相談所 

http://1.bp.blogspot.com/-5a-jqE_lSP4/U00KOPxFk1I/AAAAAAAAfQ4/RuYXLEUCsOs/s800/pop_chuui.png
http://3.bp.blogspot.com/-3mIP71zLT4A/UQC7UWpO8jI/AAAAAAAALEo/4cIe-1mDKs8/s1600/haburashi.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の歯みがきの方法 

● 避難先などで歯ブラシがない場合は、 

食後に少量の水やお茶でしっかりと 

ブクブクうがいをしましょう。 

 
● ハンカチやティッシュなどを 

指に巻いて、歯や舌、ほほの内側を拭

いて汚れをとることも効果的です。 

①歯ブラシがない場合 
 

②水が少ない場合 
 

(1) 水を少量（約 30mL）コップに準備する。 

(2) その水で歯ブラシを濡らしてから、 

歯みがきを開始。 

(3) 歯ブラシが汚れたら、ティッシュ 

（あればウェットティッシュ）で汚れを拭き取り、 

また歯みがき、これをこまめに繰り返す。 

(4) 最後にコップの水で 2～3 回すすぐ。 

一気に含まず、2，3 回に分けてすすぐと 

よりきれいになる。 練馬区保健相談所 

http://1.bp.blogspot.com/-bR8D5blaNkw/U32Njm4rU_I/AAAAAAAAgxk/NmoNZdQ3okM/s800/bukubuku_ugai.png
http://2.bp.blogspot.com/-FJJmYAsmvMM/UpGGsFcjRXI/AAAAAAAAa-E/iutsP8D5Tl8/s800/dish_cup.png
http://3.bp.blogspot.com/-3mIP71zLT4A/UQC7UWpO8jI/AAAAAAAALEo/4cIe-1mDKs8/s1600/haburashi.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊歯みがきのまえに使う 

＊歯みがき粉の代わりに使う 

① 歯をみがく前に、10ｍL（小さじ 2 杯

分程度）をコップに入れ、20 秒程ブク

ブクうがいをして、吐き出す。 
 

② その後、歯ブラシでしっかりと歯を 

みがく。 
 

③ 最後に水で口をすすぐ。 

※ただし、水がなければそのままでもよい 

   

練馬区保健相談所 

http://3.bp.blogspot.com/-3mIP71zLT4A/UQC7UWpO8jI/AAAAAAAALEo/4cIe-1mDKs8/s1600/haburashi.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊歯みがきのあとに使う 

① 歯をみがく。 
 

② 10ｍL（小さじ 2 杯分程度）をコップ

に入れ、20 秒間ブクブクうがいをし

て、吐き出す。 

 

※使用後に水ですすぐ必要はありません。 

   

洗口液 

練馬区保健相談所 

http://3.bp.blogspot.com/-3mIP71zLT4A/UQC7UWpO8jI/AAAAAAAALEo/4cIe-1mDKs8/s1600/haburashi.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ねりま お口すっきり体操」を実施するにあたって 

職員・スタッフの皆さまへ 

お口の体操の効果 

・唾液が出やすくなる 

・飲み込みやすくなる 

・食べかすが残りにくくなる 

・表情が豊かになり、会話を楽しめる 

誤嚥性肺炎の

予防 

お口の体操を行う上での注意点 

・各自の体調に合わせて、無理のないように行う 

 

効果をアップさせるためのポイント 

①食前に行う･･･舌や唇の動きがよくなり、唾液も出やすくなる 

②毎日継続する（例：舌体操、唾液腺マッサージを毎日各自で行って 

いただく、など） 

 



 

(3)災害時関係機関一覧 

 

 省 略  



 

(4)歯科医療救護活動に関連する資料 

 

 

歯科保健医療ニーズの推測予測と歯科医療機関の連携モデル 

（資料：「被災地における歯科医療の問題と提言～阪神大震災における歯科診療

を経験して～」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       1w            2w           3w          4w          5w 

 

① 顎顔面外傷・ショック、歯牙脱臼  

 

② 重症口内炎、歯周炎急性発作 

 

③ 充填物脱離、歯髄炎・治療中断による痛み 

  

④ 義歯紛失による咀嚼障害 

 

⑤ 予防処置 

 

  

① 
④ 

⑤ 

③ 

② 



 

(5)身元確認様式等 

 

死後記録用紙 

 



 

 

生前記録用紙 

 

  



 

 

照合結果報告書 

 



 

 (６)練馬区歯科医療活動支援計画検討委員会名簿 

 

団体 職 氏名 

練馬区歯科医師会 
副会長 市川 弘之 

防災担当理事 浅田 博之 

つつじ歯科診療所 

担当理事 
田中 賦彦 

在宅療養支援歯科診療所 

代表 
結城 洋仁 

つつじ歯科診療所 

担当歯科衛生士 
奈良 伸子 

練馬区 石神井保健相談所 

歯科健康担当係長 
逸見 貴久子 

大泉保健相談所 

歯科健康担当係長 
花岡 秀子 

地域医療課長 佐古田 充宏 

地域医療課管理係長 本橋 隆春 

地域医療課担当者 保谷 嘉浩 

 

 

 


